
　
昨
年
、
我
が
町
は
70
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
70
年
の
歩

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
次

な
る
10
年
に
向
け
て
新
た
な
夢

を
描
き
、
力
強
く
踏
み
出
す
決

意
を
新
た
に
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
か
ら
整
備

事
業
を
進
め
て
き
た
新
庁
舎
建

設
事
業
が
完
結
し
、
大
屋
根
広

場
「
び
っ
ぐ
テ
ラ
ス
」
を
は
じ

め
、
盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分

署
、
車
庫
棟
な
ど
、
複
合
庁
舎

「
く
ず
ま
～
る
」
の
全
施
設
が

完
成
を
迎
え
ま
し
た
。
先
人
が

築
き
上
げ
た
町
の
基
盤
に
、
次

代
を
見
据
え
た
最
新
の
機
能
を

融
合
さ
せ
、
誰
も
が
幸
せ
を
実

感
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
目
を
外
に
向
け
ま
す

と
、
令
和
７
年
の
人
口
移
動
報

告
で
は
、
東
京
圏
へ
の
転
入
超

過
は
依
然
と
し
て
12
万
人
を
超

え
、
東
京
一
極
集
中
の
流
れ
に

は
い
ま
だ
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。
本

町
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
を

最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
都
市
部
に
人
が

流
出
す
る
状
況
が
続
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
国
に

お
け
る
地
方
創
生
の
取
り
組
み

が
２　
０
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ

れ
、
地
方
が
持
つ
潜
在
力
を
最

大
限
に
引
き
出
し
な
が
ら
、
東

京
一
極
集
中
を
是
正
し
、
多
極

分
散
型
の
多
様
な
経
済
社
会
の

構
築
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。
令
和
７
年
度
に
お
い
て

は
、
地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度

の
採
択
を
受
け
、
中
央
省
庁
か

ら
３
名
の
伴
走
支
援
官
を
迎
え

入
れ
、
地
域
交
通
、
脱
炭
素
、

教
育
と
い
う
本
町
の
３
つ
の
優

先
課
題
に
対
し
、
専
門
的
な
知

見
を
活
か
し
た
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
実
効
性
の
高
い
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

町
自
ら
の
内
発
的
な
対
策

と
、
外
部
人
材
の
知
見
を
融
合

さ
せ
、
併
せ
て
、
県
の
施
策
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
人
口

の
社
会
増
減
を
プ
ラ
ス
へ
と
転

じ
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
現
在
、
社
会
情
勢
の
変
化
は

加
速
し
、
世
界
の
動
向
が
私
た

ち
の
生
活
に
直
結
す
る
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
外
的
な
要
因
に

よ
る
環
境
の
変
化
は
今
後
も
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
い
か
な
る

状
況
下
に
お
い
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
「
幸
せ
を
実
感
で

き
る
ま
ち 

」
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

 

基
本
的
な
施
策
の
方
向

　
町
総
合
計
画
・
基
本
構
想
で

は
、
ま
ち
の
目
指
す
べ
き
将
来

像
と
し
て
「
未
来
を
協
創
す
る

高
原
文
化
の
ま
ち
」
を
掲
げ
、

町
の
宝
物
を
活
か
し
な
が
ら
、

希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
現
在
「
町
総
合
計
画
・
後
期

基
本
計
画
」「
第
３
期
・
町
総

合
戦
略
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
計
画
に
お
い
て
は
、前
期
、

中
期
計
画
で
の
取
り
組
み
を
継

承
し
つ
つ
、
町
の
さ
ら
な
る
発

展
に
向
け
、
現
状
課
題
に
即
し

た
各
種
対
策
を
進
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

計
画
で
設
定
さ
れ
て
い
る
重
要

業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
の

達
成
状
況
を
注
視
し
、
施
策
の

効
果
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
る

よ
う
、
明
確
な
戦
略
の
も
と
総

力
を
結
集
し
、
諸
課
題
の
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

基
本
目
標
の
達
成
に

向
け
た
重
点
事
業

　
目
下
の
経
済
情
勢
を
俯ふ
か
ん瞰

し

ま
す
と
、
社
会
全
体
で
は
高
い

水
準
の
賃
上
げ
が
継
続
し
、
名

目
賃
金
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
一

方
で
、
食
料
品
や
日
常
用
品
と

い
っ
た
生
活
必
需
品
の
価
格
上

昇
が
続
い
て
お
り
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い

る
の
が
実
情
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
や
営
業
に
不
可

欠
な
各
種
資
材
の
価
格
高
騰
も

収
ま
っ
て
お
ら
ず
、
農
家
や
商

工
業
を
営
む
皆
さ
ま
の
経
営
環

境
も
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
受
け
止

め
て
お
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
う
し
た
難
局
を

受
け
、
令
和
８
年
度
予
算
に
お

い
て
は
「
町
民
の
日
々
の
暮
ら

し
の
負
担
軽
減
」
に
最
優
先
で

取
り
組
み
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
生
活
の
利
便
性
向

上
に
直
結
す
る
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

全
て
の
町
民
の
皆
さ
ま
が
「
幸

せ
を
実
感
で
き
る
」
他
の
市
町

村
に
劣
る
こ
と
の
な
い
施
策
を

力
強
く
展
開
し
、
総
合
計
画
に

掲
げ
る
３
つ
の
基
本
目
標
の
達

成
に
向
け
、
着
実
な
歩
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
い
き
い
き
と
輝
き
続
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　“
ひ
と
”

　

若
い
世
代
が
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
ら
れ

る
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
ほ
か
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
未

来
へ
の
希
望
を
持
ち
、
健
や
か

に
成
長
す
る
ひ
と
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
と
し
、
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
、
児
童
生
徒
用
・
教

職
員
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
更
新

事
業
、
学
び
輝
く
“
ひ
と
”
づ

く
り
支
援
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

2
誰
も
が
住
み
た
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　“
ま
ち
”

　
町
が
持
つ
自
然
、
空
間
を
大

切
に
し
な
が
ら
、酪
農
や
林
業
、

Ｉ
Ｔ
産
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
商

工
業
な
ど
、
地
域
産
業
の
高
付

加
価
値
化
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推

進
し
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
と
し
、
高
規
格

救
急
自
動
車
整
備
事
業
、
町
道

下
町
田
子
線
改
良
事
業
、
総
合

運
動
公
園
機
能
強
化
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

3
地
域
資
源
を
活
か
す

　
　
　
　
　
　
　“
し
ご
と
”

　
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き

た
町
の
産
業
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
町
の
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
や
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し

た
仕
事
づ
く
り
や
観
光
振
興
を

図
り
、
町
の
魅
力
を
よ
り
一
層

輝
か
せ
る
こ
と
と
し
、
く
ず
ま

き
Ｄ
Ｍ
Ｏ
事
業
、
家
畜
健
康
管

理
・
生
産
性
向
上
支
援
事
業
、

草
地
更
新
支
援
事
業
な
ど
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
町
の
最
重
要
課
題

　
　
　
　
　
人
口
減
少
対
策

　
ま
た
、
町
の
最
重
要
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
重
点
的
に

対
策
を
講
じ
、
子
育
て
に
係
る

経
済
的
負
担
、
心
理
的
負
担
を

軽
減
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

　
令
和
８
年
度
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る
町
議
会
３
月
定

例
会
議
は
３
月
６
日
か
ら
17
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会

議
初
日
と
な
る
６
日
、
鈴
木
重
男
町
長
が
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
施
策
に
つ
い
て
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
の
で
、
そ

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

施
政
方
針

　
・

幸せ幸せを実感できるまちを実感できるまちまちづくりの
基本理念
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産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
保
育
園

遊
具
更
新
事
業
な
ど
に
よ
り
子

育
て
環
境
の
一
層
の
充
実
に
取

り
組
む
ほ
か
、
交
流
人
口
・
関

係
人
口
の
拡
大
に
よ
り
、
将
来

的
な
移
住
者
の
確
保
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

主
要
施
策
の
概
要

　　
魅
力
の
発
信
に
よ
る
移
住
定
住

　
の
促
進
と
関
係
人
口
の
創
出

◆
移
住
・
定
住
の
促
進

▼
く
ず
ま
き
暮
ら
し
体
験
事
業

◆
情
報
発
信
の
強
化
と

　
関
係
人
口
の
創
出

▼
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

構
築
・
運
用
業
務

　
基
幹
産
業
の
新
た
な
展
開
に

　
よ
る
高
収
益
産
業
の
実
現

◆
農
業
の
振
興

▼
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業

◆
林
業
の
振
興

▼
町
産
材
利
用
促
進
事
業

◆
農
林
産
物
加
工
の
振
興

▼
乳
製
品
加
工
施
設
設
備
整
備
事
業

　
交
流
・
連
携
の
強
化
に
よ
る

　
地
域
産
業
の
育
成

◆
商
工
業
の
振
興

▼
飲
食
店
魅
力
向
上
支
援
事
業

◆
観
光
の
振
興

▼
基
幹
観
光
地
魅
力
向
上
事
業

◆
交
流
・
連
携
の
推
進

▼
起
業
家
育
成
支
援
事
業

　
地
域
資
源
を
活
か
し
た

　
起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保

◆
起
業
支
援
と
雇
用
の
確
保

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
事
業

▼
基
幹
産
業
担
い
手
確
保
支
援
業
務

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

　
育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

　◆
子
育
て
環
境
の
充
実

▼
５
歳
児
健
康
診
査
事
業

▼
く
ず
ま
キ
ッ
ズ
予
防
接
種
費

扶
助
事
業

　
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら

　
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

◆
保
健
・
医
療
の
充
実

▼
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
化
促
進
事
業

▼
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
事
業

▼
子
ど
も
・
生
徒
医
療
費
助
成
事
業

◆
福
祉
の
充
実

▼
高
齢
者
等
外
出
支
援
事
業

▼
高
齢
者
見
守
り
支
援
事
業

▼
地
域
に
お
け
る
社
会
資
源
の

開
発
に
向
け
た
協
議

　
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◆
協
創
の
ま
ち
づ
く
り

▼
協
創
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

▼
自
治
会
活
動
交
付
金

▼
地
区
セ
ン
タ
ー
修
繕
事
業

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

▼
女
性
の
参
画
拡
大
に
よ
る
男

女
共
同
参
画
の
推
進

▼
男
女
が
共
に
支
え
合
う
環
境

づ
く
り

　
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環
境

　
の
創
出

◆
生
活
環
境
の
整
備

▼
空
家
等
実
態
調
査
事
業

▼
馬
渕
川
地
区
水
道
施
設
整
備
事
業

▼
町
整
備
型
浄
化
槽
整
備
事
業

▼
清
掃
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
最
終

処
分
場
の
長
寿
命
化
事
業

◆�

交
通
・
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備

▼
町
道
下
町
田
子
線
道
路
改
良

事
業

▼
地
域
交
通
再
構
築
検
討
業
務

▼
行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
自
然
と
共
生
し
地
域
の
豊
か
な

　
資
源
を
活
用
す
る
ま
ち
づ
く
り

◆
自
然
環
境
の
保
全
と

　
土
地
の
利
活
用

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消

▼
環
境
教
育
活
動
の
支
援

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▼
エ
コ
・
エ
ネ
総
合
対
策
事
業

　
こ
こ
ろ
穏
や
か
に
安
全
安
心
に

　
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り

◆
防
災
対
策
・
消
防
・
救
急

　
体
制
の
充
実

▼
指
定
避
難
所
生
活
環
境
改
善

事
業

▼
避
難
行
動
要
支
援
者
管
理
シ

ス
テ
ム
導
入

◆
交
通
安
全
・
防
犯
・
青
少
年

　
問
題
対
策
の
充
実

▼
交
通
安
全
思
想
の
高
揚

▼
防
犯
意
識
の
高
揚
と
防
犯
体

制
の
充
実

▼
青
少
年
有
害
環
境
の
浄
化

　
行
財
政
運
営
の
合
理
化
と

　
広
域
行
政
の
推
進

◆
行
財
政
運
営
の
合
理
化

▼
自
主
財
源
比
率
の
向
上

▼
起
債
発
行
額
の
抑
制
と
任
意

繰
上
償
還

▼
公
共
施
設
の
最
適
化

◆
広
域
行
政
の
推
進

▼
広
域
市
町
と
の
連
携
強
化

▼
盛
岡
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏

構
想
の
推
進

▼
地
域
間
連
携
の
推
進

町
民
生
活
の
安
定
と

最
重
要
課
題
の
解
決
へ

　
現
在
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
実
感
、
そ
し
て
農
林
業
や
商

工
業
を
営
む
皆
さ
ま
の
経
営
環

境
に
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

まちづくりの
姿勢

まちの将来像

まちづくりの
視点

まちの基本目標

未来を協創する　高原文化のまち

新たな発想 資源の探求 協働から協創へ自立への挑戦

こころの通じ合い
を大切にする

あしもとの宝を
磨き輝かせる

未来に向かって
果敢に挑戦する

誰もが住みたくなる
“まち ”

まちづくりの基本理念

幸せを実感できるまち

いきいきと輝き続ける
“ひと ”

地域資源を活かす
“しごと ”

幸せ幸せを実感できるまちを実感できるまちまちづくりの
基本理念
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本
町
の
教
育
行
政
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
各
位
を

は
じ
め
、
学
校
、
保
護
者
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
支

援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に

深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
少
子
化
・
人
口
減
少
が
進
む

中
、
社
会
の
多
様
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の

対
応
な
ど
、
教
育
を
取
り
巻
く

環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く

時
代
に
あ
っ
て
も
、
町
の
子
ど

も
た
ち
の
夢
を
持
っ
て
自
分
の

描
く
未
来
に
向
か
っ
て
努
力
し

て
い
る
姿
は
変
わ
ら
ず
、
こ
れ

か
ら
も
町
を
挙
げ
て
大
切
に
守

り
育
ん
で
い
く
べ
き
も
の
で
あ

る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
町
教
育

委
員
会
で
は
「
町
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
」
の
「
い
き
い

き
と
輝
き
続
け
る
“
ひ
と
”」

を
育
て
る
施
策
を
中
心
に
進

め
、
特
に
も
葛
巻
の
子
ど
も
た

ち
に
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

や
誇
り
を
醸
成
す
る
と
と
も
に

「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」
を
総
合
的
に

兼
ね
備
え
、
変
容
す
る
社
会
に

適
応
し
、
町
の
教
育
大
綱
に
掲

げ
る
「
活
力
あ
る
葛
巻
を
創
造

す
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
」
を

育
む
教
育
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
心

豊
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
送
り
、
互
い
に
支
え
合
い
地

域
が
発
展
し
続
け
て
い
く
た
め

に
は
「
教
育
」
の
果
た
す
役
割

が
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
心

豊
か
に
健
康
な
生
活
が
送
れ
、

自
ら
進
ん
で
幅
広
く
学
習
で
き

る
学
び
の
機
会
の
拡
充
や
、
生

涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
で
の
健

康
・
体
力
つ
く
り
で
日
常
生
活

に
潤
い
や
活
力
が
増
し
、
地
域

の
人
々
と
の
絆
や
つ
な
が
り
が

深
ま
る
「
学
び
輝
く
人
づ
く
り

と
葛
巻
を
愛
す
る
人
材
育
成
」

を
推
進
し
ま
す
。

主
要
施
策
の
概
要

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

　
育
て
ら
れ
る
子
育
て
支
援

◆
子
育
て
環
境
の
充
実

▼
「
保
小
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
実
践
と
検
証

▼
保
育
料
完
全
無
償
化

　
学
び
輝
く
人
づ
く
り
と

　
葛
巻
を
愛
す
る
人
材
育
成
　

◆
教
育
の
充
実

▼
学
び
輝
く
“
ひ
と
”
づ
く
り

支
援
事
業

▼
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
更
新

▼
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

配
置

▼
葛
巻
町
ふ
る
さ
と
キ
ャ
ン
パ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

◆
高
校
支
援

▼
葛
巻
高
校
教
育
振
興
協
議
会

補
助
金

▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
お
よ
び

通
学
定
期
券
の
支
給

▼
葛
巻
町
学
習
塾
の
運
営

◆
生
涯
学
習
の
推
進

▼
生
涯
学
習
支
援
事
業

▼
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
催

▼
生
涯
読
書
普
及
事
業

◆
青
少
年
健
全
育
成

▼
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

▼
子
ど
も
の
未
来
を
考
え
る
町

民
の
つ
ど
い
の
開
催

◆
地
域
文
化
の
継
承

▼
郷
土
芸
能
発
表
会
、
地
区
文

化
祭
の
開
催

▼
文
化
財
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▼
総
合
運
動
公
園
機
能
強
化
事
業

▼
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
奨
励
事
業

▼
町
民
総
合
体
育
大
会
、
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

の
開
催葛

巻
の
将
来
を
担
う

人
づ
く
り
に
全
力
を

　
令
和
８
年
度
は
、
少
子
化
に

よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴

う
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

有
識
者
に
よ
る
「
次
世
代
学
校

教
育
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
持
続
可
能
な
町

の
学
校
教
育
の
方
向
性
に
つ
い

て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
一
人
が
、

日
々
の
生
活
に
潤
い
と
生
き
が

い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
、
町
の
教

育
の
充
実
と
発
展
に
取
り
組
む

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
中
、
何
よ
り
も
優
先
す
べ
き

は
町
民
生
活
の
安
定
で
あ
り
ま

す
。
冒
頭
に
申
し
上
げ
ま
し
た

と
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
負

担
軽
減
に
主
眼
を
置
き
、
生
活

支
援
、
事
業
者
支
援
対
策
を
講

じ
た
ほ
か
、
町
の
将
来
を
見
据

え
た
基
盤
整
備
や
人
口
減
少
対

策
に
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
自
治
体
と
一
体

と
な
っ
て
整
備
を
目
指
す
「
北

岩
手
・
北
三
陸
横
断
道
路
」
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
早
期
整

備
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
、
岩
手
県
に
よ
り
、
優
先

整
備
区
間
と
し
て
小
屋
瀬
～
茶

屋
場
間
が
設
定
さ
れ
、
事
業
化

に
向
け
た
詳
細
調
査
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
道
路
が
も
た
ら
す

波
及
効
果
は
極
め
て
大
き
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ

り
、
本
町
が
持
つ
農
業
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
生
産
力
や
観
光
資
源
と

い
っ
た
、
潜
在
的
な
力
を
最
大

限
に
引
き
出
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併

せ
て
、
新
た
な
交
流
人
口
・
関

係
人
口
を
創
出
し
、
若
者
の
定

着
、
移
住
者
の
確
保
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
し
、
地
域
の
生
活
と

経
済
を
支
え
、
命
を
守
る
基
幹

道
路
と
し
て
、
早
期
整
備
に
全

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
は
加

速
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
変
革

を
好
機
と
捉
え
、
迅
速
な
判
断

と
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、
各
施

策
を
着
実
に
推
進
し
、
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
町
政
運
営
に
ま

い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
鈴
木
町
長
の
施
政
方
針
演

述
に
続
い
て
、
石
角
則
行
教

育
長
が
述
べ
た
教
育
行
政
方

針
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

令
和
８
年
度

教
育
行
政
方
針

こ
と
が
肝
要
だ
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
こ
こ
に
改
め
て
教
育
の
大
切

さ
に
思
い
を
い
た
し
、
葛
巻
の

将
来
を
担
う
人
づ
く
り
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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